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１ 課題設定の理由 

浅井ら(2016)による弓道の的中率についての研究に強く興味を持ち、浅井ら(2016)の研究や今

までの数学の知識を応用して、より深く、発展的な研究をすることで、弓道を知らない人に弓

道の楽しさや良さを伝えたいと思ったからです。また、弓道部の部員一人一人の的中率から統

計的に傾向を見つけ、さらなる技術の向上、的中率の上昇を目指すために、この課題を設定し

た。 

 

２ 仮説 

部員一人一人に個人差はあるが、総的中率、1～4本目ともに似たような傾向がみられると予

想できる。 

 

３ 実験・研究の方法 

7 月から 10 月の弓道の的中を記録する。総的中と 4 本ごとに区切り、1～4 本目の的中率を

比較する。 

この 4本ごとに区切る意味は実際の試合や練習では 4本ごとに引くためである。 

 

４ 結果と考察 

グラフの縦軸は的中率、横軸は引いた日数を示している。表は選手一人一人の総的中率と 1

～4本目の的中率、6人の平均的中率をまとめたものである。また、カッコ内の数字は引いた本

数分の中った本数である。 

選手 A（図１）は概ね 4割を切っておらず、また 4本の的中は同じように変動している。1

～4本とも総的中と近い値になっており、安定していることがわかる。 

選手 B（図２）は他の選手と比較すると値の変動が激しく、特に総的中と 2、4本目の差が大

きい。 

選手 C（図３）は選手 Aと似たような傾向がある。 

選手 D（図４）は選手 Bのように値の変動が激しく、各本数の的中率の差が非常に大きい。

また一時期 1本目の的中率が 10割であり、4本目の的中率が右肩上がりである。 

選手 E（図５）は変動が少なく、7割に集中している。全体を通して 4割を切っていない。 

選手 F（図６）は各本数での的中率にあまり大きな差はなく、5割以上で安定している。 

グラフより値の上下が激しく日によって的中率が大きく異なる選手は総的中率が低い傾向があ

る。また、グラフの値が大きく変動していない選手は約 4割が的中の最低ラインとなっている。

的中率に偏りは少なかったが、選手 B、C、Dには総的中率から 5％以上、Bには 15％以上も離

れている値がみられた。平均的中率は 1本目が最も高く、他の 3本にはあまり違いがみられな

かった。 
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図１ 選手 Aの結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 選手 Bの結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 選手 Cの結果 

 



- 136 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 選手 Dの結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 選手 Eの結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ 選手 Fの結果 
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表１ 各選手の的中率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ まとめと今後の課題 

的中率をグラフ化したことでそれぞれの選手の的中の傾向を知ることができた。また、それ

ぞれの本数による的中率の差が大きければ総的中率が低くなっており、的中率の差が小さけれ

ば総的中率も高くなっている。 

今後の課題としては気温や湿度、試合前の緊張による選手のコンディションなどによる的中

への影響を考え、それを的中率とともに記録し考察したいと考えている。 
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